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つくば市議会１２月定例会（１１月２７日～１２月２１日）が終了しました。 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

200７年１２月２５日

議員と話そう！会 
２月５日（火）１０～１２時 
並木公民館 小会議室にて 

 
市議会議員の永井悦子と瀬戸裕美子を

交え、身近なまちの問題について情報交

換や話し合いをします。  
どなたでも参加できます。お問い合わ

せは事務所（Tel&Fax８５９－０２６４）まで。

 

 平成２０年４月から、現行の「老人保健制度」が廃止され、新しく「後期高齢者医

療制度」が始まります。この制度は、これまで負担のなかった扶養家族の高齢者も含

め、７５才以上（一定の障がいがある場合は６５才以上）の人を「後期高齢者」として、全員か

ら保険料を徴収するものです。  
このまま制度が始まれば、介護保険料と合わせて月平均約１万円が年金から天引き

されるという試算もあり、年金生活者の暮らしが保険料負担で更に苦しくなり、必要

な治療をあきらめる人も出てくることが懸念されます。  
 
この制度について１２月議会に後期高齢者医療制度の中止・撤回を求める意見書を

国に提出する請願が出されました。制度設立に反対してきた市民ネットワークはこの請願に

賛成しましたが、反対多数で不採択となりました。（各議員の賛否はウラ面をご覧ください。） 
 
今議会では６５才～７４才の国保税を年金から天引きにする条例改正も提案され、

市民ネットワーク他の反対にもかかわらず賛成多数で可決されました。  
 

つくば・市民ネットワークは、年金生活者の暮らしがどう変わるのか

早急に実態調査し、対策を講じるよう市に働きかけていきます。  
老後の医療の安心は誰にとっても切実な問題です。だれもが安心な老

後を過ごすために医療や福祉の仕組みはどうあるべきか、税金の使い方

や負担の在り方も含め、市民も十分に議論する必要があると考えます。 

「つくば市男女共同参画
推進計画案」意見募集中！ 

 
つくば市では今、上記について市民の意見募集を行なって

います。みんなの意見を届けましょう！ 
 

期間：平成２０年１月１１日（金）まで 
 
方法：市のホームページ「パブリックコメント」または公民

館等で案をご覧下さい。意見は市の窓口へ持

参、または FAX、電子メール、郵送します。

※ 案は事務所でも閲覧できます。  



    

        

 

 

 

 

 

 

☆今議会の一般質問など詳しい内容は新年１月中旬配布の「つくば・市民ネットワーク通信第１２号」に 
掲載します。ご希望の方はつくば・市民ネットワーク事務局（℡８５９－０２６４）までご連絡ください。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

議案・請願の内容 

（採択：○、否決・不採択：×） 
結果 
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議案：国保の保険料を年金から 

天引きする条例改正 
○ × ○ ○ ○ ○ 

× 

○今井・田宮 
× × 

請願：後期高齢者医療制度の 
中止・撤回を求める請願 × ○ × × × 

○：塙 × ○ 
×：今井 
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１．学区審議会の答申と春日小・中学

校の新設（学区、スケジュールなど）

２・学校図書館の充実 

（司書補助員の配置・研修、予算拡充など） 

 
 
１．市民協働ガイドライン策定 
２．男女共同参画推進計画 
  （進捗状況、第３次アップルプログラムなど） 
３．環境行政（マイバック携帯、リサイクルセンター） 
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つくば市は早稲田大学と風車メーカーを相手取り「回らない風車を設置された」として設

置費用３億円の損害賠償を求め訴訟中ですが、１１月２６日に東京地裁から和解勧告があ

り、１２月１７日に和解協議が行われました。非公開のため協議内容は公表されていません。 
次の和解協議は２月４日に行われる予定です。 

「和解」は裁判官が判決をせず、訴訟の途中でお互いが一定の譲歩をして裁判を途中で終

えるかたちです。和解すると双方痛み分けという形で、裁判費用を支払い、これまでの裁判

過程で責任の所在や事実関係は何も解明されず、一体何のための裁判だったのでしょうか？ 

 

議案・請願の採択結果（１２月議会）

昨年５月の臨時議会で、つくば・市民ネットワークは「事業の進

め方の検証をせずに、すべて早稲田の責任とする訴えには無理があ

る」として反対しましたが、「裁判で事実究明ができる」と賛成多

数で承認されてしまいました。また、市議会の調査特別委員会は、 
０７年５月の第５回以降開かれていない状況です。 

 
つくば・市民ネットワークは、税金の無駄遣いとなったこの事業

の原因を究明し、二度とこのような失敗をしない体制をつくるよう

市に強く働きかけていきます！ 

＊「病院建設（島名地区内）に反対する請願」は全員異議なく 

趣旨採択になりました。 

 


